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市町村対抗ジュニア駅伝第 18 回

　応援よろしくお願いします！
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2019・2　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

第 18 回和歌山県市町村対抗

ジュニア駅伝競走大会

“地域の　  をたすきでつなぐ”絆

　市では、市内の小中学生から選出された選手らで選手団を結成し、代表チームとオープン参加チームの２チームが大会

に出場します。大会は、紀三井寺公園陸上競技場をスタートし、県庁前をゴールとする 10 区間 21.1km で行われます。

　市民の皆さん、我らが岩出市チームに熱い声援をお願いします。

日時　2 月 17 日（日） 午前 11 時 

応援お願いします！

■　岩　出　市　選　手　団　■　

小 学 生 男 子

　岩﨑　惺（岩出小６年）　田村耕悠（山崎小６年）

　𠮷川凉平（根来小６年）　伊波幸喜（中央小６年）

　八野遥太（中央小６年）　渡辺敦紀（上岩出小５年）

小 学 生 女 子

　岡くるみ（山崎小６年）　池本ひかる子（山崎北小６年）

　宮本華綸（根来小６年）　川本彩羽（根来小６年）

　久保瑚都（中央小６年）　山本楓恋（岩出小５年）

中 学 生 男 子

　川裏麻稀（岩出第二中３年）　中村洋慧（岩出中２年）

　田端大渡（岩出中２年）　　　西谷理久斗（岩出第二中２年）

　佐野　圭（和大附属中２年）　片山稜也（岩出中１年）

　角田凰雅（岩出中１年）　　　新家隼人（岩出中１年）

　戸口颯大（岩出中１年）　　　高　裕弥（岩出第二中１年）

　杉原　佑（岩出第二中１年）　吉川陽貴（岩出第二中１年）

中 学 生 女 子

　山田祐衣（岩出第二中３年）　前原愛梨（岩出第二中３年）

　前原愛菜（岩出第二中３年）　木山実咲（岩出第二中２年）

　久保紫瑛（岩出第二中２年）　朝稲　新（岩出中１年）

　井上幸香（岩出中１年）　　　口野里乃香（岩出中１年）

　桑原帆乃花（岩出中１年）　　鯉戸新菜（岩出中１年）

　早坂虹海（岩出中１年）　　　山本咲良（岩出中１年）

　石橋依咲（岩出第二中１年）　西畑彩莉（岩出第二中１年）

問　生涯学習課  スポーツ健康係☎ 62-0370

場所　紀三井寺公園陸上競技場

ジュニア駅伝競走大会

監督・コーチ陣

（順不同）
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問　生活環境課  廃棄物対策係☎ 62-2141（内線 183）

リサイクル工房からのお知らせ
家具類・自転車の展示・販売会を開催します

　岩出クリーンセンターに持ち込まれた家具類等の粗大

ごみや放置自転車のうち再利用できるものを、リサイク

ル工房（岩出クリーンセンター内）にて簡易な補修を行

い、市民の皆さまに提供します。

○日時　2 月 17 日（日）　午前９時～

　　　　（荒天の場合は中止）

○場所　岩出クリーンセンター内　リサイクル工房

　　　　（駐車場あります）

○提供品　家具・自転車品揃え多数（100 品以上）

○提供方法　・競り（午前 10 時からスタート）

　　　　　　・入札（午前 11 時からスタート）

　　　　　　・定価販売（午前 9 時からスタート）

○参加資格　

・岩出市に住所を有する 18 歳以上の方（住所、年齢が

　確認できるもの持参）、または、岩出市内で勤務（年齢・

　勤務先が証明できるもの持参）されている 18 歳以上

　の方

・岩出市内の社会福祉法人

※購入される方は、当日、会場で事前に受付が必要。

※競り・定価販売は、途中からでも参加できます。

※購入された品物は、ご自分でお持ち帰り下さい。

〇注意事項
▼落札者には、当日、現金と引き換えに落札品をお渡し

　します。

▼一度落札された品物については、辞退や返品はできま

　せん。

▼取扱品は、ごみのリサイクル品という性質上、品質の

　保証はできません。また、リサイクルに起因する損害

　について、市は一切責任を負いません。

▼転売等、営利目的での参加はできません。

▼競りは、午前 10 時から随時競り落とされていきます

　ので、競りに参加される方は、時間にご注意ください。

　なお、途中からも参加いただけます。

▼競り・入札の最低価格は、当日、品物ごとに発表しま

　す。

（過去の販売会の様子）

イベント情報

【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう



2019・2　広報いわで　　4

○開設期間・相談受付時間　
　２月 18 日（月）～３月 15 日（金）（土・日曜日を除く）

　午前９時～午後４時　

○会場　紀の川市商工会館（JR 粉河駅南側）　

　　　　紀の川市粉河 878 ‐ 2

※前年分の申告書の控えなどをお持ちください。

※申告会場の混雑状況により、早めに（午後３時頃）受付を終了  
　する場合がありますのでご了承ください。

※２月 15 日以前および３月 18 日以降は、粉河税務署の通常窓
　口での対応となりますので、混雑状況によって長時間お待ちい

　ただくことがあります。

※当会場で納税はできません。金融機関などをご利用ください。

所得税確定申告と市県民税申告
申告書はご自身で作成して提出はお早めに！

粉河税務署の確定申告書作成会場

○開設期間・相談受付時間　２月 21 日（木）～ 26 日（火）午前９時 30 分～正午、午後１時～４時（土・日曜日を除く）
○会場　岩出市役所　３階　第６会議室

※税務署の出張相談日（特に初日）は、大変な混雑が予想されます。長時間お待ちいただく場合や、混雑状況により早
　めに受付を終了する場合がありますのでご了承ください。

※２月 18 日（月）～３月 15 日（金）（土・日曜日を除く）は、市職員による申告相談を行います。ただし、税務署の

　出張相談日以外の日には、確定申告書をご自身で記入または入力していただくこととなるほか、申告書の控えに税務

　署の受付印を押すこともできません。

※相続税、贈与税、土地・建物・株式などの譲渡所得等の相談は行っておりません。

※前年分の申告書の控えなどをお持ちください。

※当会場で国税の納税はできません。金融機関などをご利用ください。

　例年、税務署から住所および氏名などが印刷済みの申告書が送付されていた方について、平成 29 年分以降の確定申告

から、次に該当される方は、申告書に代えて、「確定申告のお知らせ」が送付されています。

○岩出市役所の会場（出張相談 を含む）で相談され、申告書を提出された方
※「確定申告のお知らせ」とは、確定申告書の「納期限」および「予定納税額」などの確定申告書の作成に必要な情報を

　記載しているハガキまたは通知書のことです。なお、青色決算書または収支内訳書も送付されませんので、翌年分用に

　ついては、国税庁ホームページで様式をダウンロードいただくか、相談される各会場で請求してください。

JR  粉河駅

至粉河寺 至粉河寺

川

至
橋
本

至
岩
出

★ 粉河税務署

松源

オークワ交番消防署

ロータリー

粉河納税協会

国道 24 号線

紀の川市役所
粉河支所

歩行者用
地下道

紀の川市
商工会館

の 申告
　問い合わせ先　
　○確定申告について…　　　
　　粉河税務署　個人課税第一部門☎ 73-3301（代）
　　（音声案内に従って電話機を操作してください。）
　○市県民税申告について…　
　　市役所　税務課　市民税係
　　☎ 62-2141（内線 141 ～ 144）

4 日間のみ

税

岩出市役所での税務署による確定申告出張相談

確定申告書送付対象者の見直し

【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう
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パソコンやスマホで確定申告書を作成！

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」

では、画面の案内に従って金額などを入力するだけで、

申告書等を作成できます。

　作成したデータは、混雑した税務署に出向くことなく

マイナンバーカードを利用して e-Tax（電子申告）で申

告ができます（IC カードリーダライタが必要です）。

　また、マイナンバーカードや IC カードリーダライタ

をお持ちでない方も、事前に発行を受けた「ID・パスワー

ド」があれば、自宅のパソコン、スマホやタブレット端

末から e-Tax で申告ができます。その他、コンビニエン

スストア等のプリントサービス（有料）を利用し、申告

書を印刷して郵送等により提出することもできます。

　なお、確定申告書を郵送で提出する際に、申告書等の

控えに税務署受付印が必要な場合は、控えを提出用と併

せて送付し、返信用封筒（住所・氏名を記載し、必要な

金額の切手を貼付したもの）も同封してください。

※所得税の還付申告については、２月 15 日以前であっ

　ても、郵送等により税務署へ提出ができます。

☆「作成コーナー」で検索！ https://www.keisan.nta.go.jp/

【郵送等による申告書の提出先】　

　〒 649 ‐ 6592　

　紀の川市粉河 807　粉河税務署

【e ‐ Tax・作成ヘルプデスク】　☎ 0570 ‐ 01 ‐ 5901

　平成 30 年中に所得がなかった方は、確定申告は不要ですが、次に該当する方は、市県民税の申告書を提出してください。

申告をしていない場合、証明書の発行や各種手続がすぐにできない場合があります。

・国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入している方　　　・所得証明書等が必要な方

・国民年金保険料免除申請をする方　　　・児童扶養手当を受ける方　　　・公営住宅の手続きをされる方　など

　また、公的年金等の収入が 400 万円以下かつ公的年金等に係る雑所得以外の所得が 20 万円以下の方についても確定申

告は不要です（所得税の還付申告はできます）が、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない生命保険料控除など

の適用を受け、市県民税が減額となる場合は申告をしてください（公的年金等に係る雑所得以外の所得がある場合など、

市県民税が増額となる場合も申告が必要です）。

○提出日時　２月 18 日（月）～３月 15 日（金）　（土・日曜日を除く）午前９時 30 分～正午、午後１時～４時

○提出場所　岩出市役所　３階　第６会議室

※市県民税の申告書は、市ウェブサイトから印刷して郵送等により提出することもできます。

　申告書には、マイナンバー（12 桁）の記載（納税義務者本人・控除対象配偶者・扶養親族・事業専従者）が義務付け

られています。申告書提出の際には、納税義務者本人の「マイナンバーカード」または「通知カードおよび本人確認がで

きるもの（運転免許証、健康保険証など）」をお持ちください。

　また、郵送で申告書を提出する際および代理人が申告書を提出する際は、これらの確認書類の写しの添付が必要です。

　なお、納税義務者本人以外の確認書類の提示または写しの添付は必要ありません。

　平成 29 年分の確定申告以降、医療費控除・医療費控

除の特例（セルフメディケーション税制）のいずれかの

適用を受ける方は、領収書の提出の代わりに医療費控除

の明細書・セルフメディケーション税制の明細書の添付

が必要です。

※医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要がありま

す（税務署や市役所から求められたときは、提示または

提出しなければなりません）。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付する

と、明細の記入を省略できます（医療費通知とは、健康

保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです）。

※セルフメディケーション税制については、明細書のほ

か、健康診査等「一定の取組」を行ったことがわかる書

類も必要です。詳しくは、市ウェブサイトをご覧くださ

い。

※平成 29 年分から平成 31 年分までの確定申告および

平成 30 年度から平成 32 年度までの市県民税申告につ

いては、これまでと同様に医療費の領収書の添付または

提示によることもできます。

市県民税の申告について

マイナンバーの記載と確認が必要！

医療費控除の注意点

【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

◎セルフメディケーション税制
　共通識別マーク

（対象商品でも一部表示がない製品も

  あります）
出典：公益社団法人　日本薬剤師会
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ま
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し
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れ
る
命
」
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中
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年
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て
西
日
本
に
多
く
の
雨
が

降
っ
た
。
西
日
本
豪
雨
は
悲
惨
な
爪

痕
を
残
し
て
去
っ
て
い
っ
た
。
私
の

家
の
近
く
に
は
大
き
な
川
が
あ
り
、

次
は
私
達
の
街
を
飲
み
込
ん
で
い
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

不
安
で
た
ま
ら
な
い
。

　

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
、
道
路
は
瓦

礫
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
大
勢
の
人
が

住
む
所
を
奪
わ
れ
た
。
今
す
ぐ
に
瓦

礫
を
ど
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ

ん
な
場
合
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。
日
本
に
は
消
費
税
、
所

得
税
、
自
動
車
税
な
ど
、
沢
山
の

税
金
が
あ
る
が
、
そ
の
一
部
が
仮
設

住
宅
や
瓦
礫
撤
去
、
公
共
施
設
の
建

 

岩
出
市
長
賞
（
中
学
生
）

 「
税
金
は
日
本
の
盾
と
な
れ
」

　

岩
出
中
学
校　

三
年　

　
　
　
　
　
　

保
田　

天

【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう

平
成
30
年
度 

税
に
関
す
る
作
文
の
優
秀
作
品

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国
税
庁
が
募
集
し
た
中
学
生
お
よ
び

高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
に
つ
い
て
、
受
賞
作
品
の
中
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

て
、
議
員
の
方
々
が
話
し
合
っ
て
決

め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

選
挙
で
議
員
の
方
を
選
ぶ
事
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
私
が
選
挙
権
を
得
た

時
に
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
投
票
し

た
い
、
と
い
う
事
を
、
今
か
ら
十
八

歳
の
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
払
う
の
で
は
な
く
納
め

る
も
の
、
そ
し
て
ま
わ
り
ま
わ
っ

て
、
自
分
達
に
戻
っ
て
く
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
、
日
本
は
高
齢
化
が
進
み
、
ど

ん
ど
ん
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
分
、
税
金
を
納
め
る
負
担

も
増
え
、
消
費
税
が
あ
が
る
事
を
、

嫌
だ
な
ぁ
と
感
じ
る
人
も
多
い
と
思

う
け
れ
ど
、
税
金
に
よ
っ
て
助
か
る

命
、
高
齢
者
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
生

活
が
あ
る
と
い
う
事
を
、
私
は
祖
父

の
病
気
と
祖
母
の
話
か
ら
学
び
ま
し

た
。

　

そ
し
て
今
、
税
に
つ
い
て
学
び
、

作
文
を
書
い
て
い
る
事
も
、
税
金
の

お
陰
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
将
来
納
税
す
る
立
場
に
な
っ

た
時
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
持
ち

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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税
金
が
ど
れ
だ
け
私
た
ち
の
生
活

と
関
わ
り
が
あ
る
の
か
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

　

私
が
税
金
に
つ
い
て
考
え
始
め
た

の
は
中
学
生
の
時
に
学
校
で
見
た
ア

ニ
メ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
ア

ニ
メ
で
、
男
性
は
あ
る
言
葉
を
口
に

 

岩
出
市
長
賞
（
高
校
生
）

 「
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
」

　

那
賀
高
等
学
校　

一
年　
　

　
　
　
　
　
　

井
関　

安
優

て
、
す
べ
き
な
の
か
、
す
ご
く
複
雑

な
気
持
ち
が
私
の
心
の
中
に
あ
る
。

　

被
災
地
で
は
悲
惨
な
爪
痕
が
残
さ

れ
た
ま
ま
、
こ
れ
か
ら
も
消
え
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
少
し
で
も
そ
れ

を
消
す
た
め
に
、
今
、
自
分
に
は
何

が
出
来
る
の
か
を
考
え
て
い
た
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
い
う

手
が
あ
る
な
と
思
っ
た
。
今
日
ま
で

に
、「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
」

と
、
沢
山
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
を
送
迎
す

る
バ
ス
が
和
歌
山
県
か
ら
出
発
し
た

ら
し
い
で
。」
と
母
か
ら
聞
い
た
。

き
っ
と
そ
の
バ
ス
も
、
税
金
で
動
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
税
金
が
集
ま
れ

ば
、
何
か
の
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か

け
に
な
っ
た
り
、
自
分
一
人
で
は
出

来
な
い
事
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

税
金
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
あ
り
が

た
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、「
災

害
が
起
こ
っ
た
時
の
為
以
外
に
も
、

も
ち
ろ
ん
税
金
は
使
わ
れ
て
い
る
ん

や
で
。」
と
聞
い
て
、そ
れ
ら
を
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
く
な
っ
た
。
テ
レ

ビ
で
税
金
に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流

さ
れ
た
ら
、
積
極
的
に
見
よ
う
と
思

う
。

す
る
。

　
「
税
金
な
ん
か
な
く
な
れ
ば
い
い

の
に
。」

と
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
魔
法
使
い

は
こ
の
世
か
ら
税
金
を
な
く
し
た
。

男
性
は
税
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

喜
び
生
活
を
送
る
が
、
あ
る
日
、
自

分
の
家
が
火
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

消
防
車
を
呼
ん
で
消
火
活
動
を
行
っ

て
も
ら
う
が
、
翌
日
家
に
届
い
た
の

は
高
額
な
金
額
が
書
か
れ
た
請
求
書

だ
っ
た
。
そ
こ
で
男
性
は
や
っ
と
税

金
の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
く
。
今
ま

で
普
通
に
送
っ
て
き
た
生
活
が
税
金

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
一
変
す
る
。

消
防
車
や
救
急
車
、
パ
ト
カ
ー
な
ど

も
使
用
す
る
だ
け
で
多
額
な
費
用
が

か
か
る
し
、
道
路
や
信
号
の
整
備
が

さ
れ
な
く
な
り
、
事
故
が
多
発
す

る
。

　

私
は
こ
の
ア
ニ
メ
を
見
て
か
ら
自

分
の
生
活
と
税
金
の
関
わ
り
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
た
。
す
る
と
、
思
え

ば
小
学
校
や
中
学
校
で
使
っ
て
い
た

教
科
書
も
税
金
で
負
担
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
病
院

で
負
担
さ
れ
る
費
用
な
ど
、
す
ご
く

身
近
な
と
こ
ろ
で
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
。

　

私
た
ち
は
税
金
の
お
か
げ
で
生
活

で
き
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
む
し
ろ
税
金
が
な
け
れ
ば
生

活
で
き
な
い
。
だ
か
ら
も
っ
と
み
ん

な
一
人
ひ
と
り
が
税
金
の
大
切
さ
に

気
付
き
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
も
っ

と
社
会
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

　

最
近
、
消
費
税
が
八
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
税
す
る
と

い
う
話
を
テ
レ
ビ
で
聞
き
、
批
判
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
が
増
税
は
仕
方

な
い
と
思
う
。
少
子
高
齢
化
が
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
る
日
本
は
こ
れ
か
ら

の
未
来
、
高
齢
者
の
人
口
が
増
加

し
、
介
護
す
る
人
々
の
数
が
不
足
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
税

金
を
今
の
う
ち
か
ら
増
税
す
る
こ
と

で
後
で
役
に
立
つ
と
思
う
し
、
介
護

を
す
る
人
々
の
代
わ
り
と
な
る
Ａ
Ｉ

な
ど
の
機
械
も
税
金
が
あ
れ
ば
作
る

こ
と
だ
っ
て
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
や
っ
て
未
来
の
こ
と
を
考

え
ず
に
批
判
ば
か
り
す
る
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
先
の
こ
と
を
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
。
も

う
一
度
、
税
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。

て
直
し
の
為
に
使
わ
れ
て
い
る
事
を

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
達
が
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
心
地
良
く
生
活
す

る
為
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

私
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
復
興
の
為
に

使
わ
れ
る
税
金
に
つ
い
て
放
送
さ
れ

て
い
る
の
を
見
て
、「
消
費
税
を
増

や
し
て
、
復
興
費
用
に
あ
て
た
ら
い

い
や
ん
。」
と
思
っ
た
。
確
か
に
、

増
税
す
れ
ば
、
消
費
税
が
復
興
の
為

に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
被
災

者
の
方
に
と
っ
て
少
し
は
住
み
や
す

い
環
境
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
増

税
さ
れ
る
と
、
被
災
者
の
方
に
と
っ

て
、
物
を
買
う
こ
と
が
負
担
に
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
五
年
に
税
率
が
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

だ
っ
た
消
費
税
は
、
二
回
の
延
期
を

実
施
し
た
。
消
費
税
は
、
三
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
始
ま
り
、
五
、八
と
だ

ん
だ
ん
と
増
え
て
い
っ
た
。
現
在
で

は
、
二
〇
一
九
年
十
月
に
増
税
の
予

定
だ
が
、
増
税
に
反
対
の
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
私
は
、
日
本
は
財
政
が
赤

字
状
態
で
あ
る
か
ら
、
増
税
に
賛
成

だ
が
、
自
分
が
被
災
者
の
方
々
の
立

場
に
な
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
今
は
増
税

に
反
対
す
る
だ
ろ
う
。
増
税
に
対
し

【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

　

大
人
に
な
っ
た
ら
、
今
度
は
自
分

が
沢
山
の
税
金
を
払
う
。
沢
山
働
け

ば
、
そ
の
分
沢
山
払
い
、
被
災
地
に

も
沢
山
届
く
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
今

は
税
金
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
勉

強
を
し
っ
か
り
と
し
て
、
将
来
は
沢

山
税
金
を
払
え
る
大
人
に
な
り
た
い
。
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トピックス

内線だけの表記の場合：岩出市役所・・・☎ 62-2141（代）

市民課　市民係（内線 162）

　マイナンバーカードを作りたいけど申請方法がよくわ

からない、写真を撮りに行く時間がないなどの方を対象

に、カード申請手続きのお手伝いを行います。

　写真撮影を無料で行いますので、顔写真付きの本人確

認書類として利用できるマイナンバーカードをぜひこの

機会にご申請ください。

○日時　2 月 21 日（木） 午前 10 時～正午

　　　　　　　　　　　 午後 1 時～ 4 時

○場所　岩出市役所２階第４会議室

○必要書類　

　通知カード（紛失されている場合は不要です）

　印鑑、運転免許証などの本人確認書類

～申請手続きのお手伝いをします！～ 写真撮影無料！
初回申請無料！

マイナンバーカードをつくりませんか？

表  　彰 （敬称略）

援護事業功労者厚生労働大臣表彰 岡
お か も と

元　清
き よ ひ こ

彦（遺族連合会）

おめでとうございます。

平成 31 年　岩出市消防団出初式挙行
総務課  危機管理室（内線 133）

　１月３日（木）午前９時から大宮緑地総合運動公園に

おいて消防団出初式が挙行され、中芝市長挨拶の後、部

隊観閲、永年勤続者等の表彰を行い、来賓の方々からご

祝辞をいただきました。

　また、岩出橋下流紀の川の北側河川敷において、各部

隊が一斉放水を行い、出初式は盛会のうちに終了いたし

ました。

　なお、当日表彰を受けられた団員の方々は、次のとお

りです。（敬称略）

【公益財団法人和歌山県消防協会　勤続表彰（20 年）】　

　第１機動隊　　　　上田　泰数

　第１分団第２部　　佐伯　泰司

　第１分団第３部　　岩田　之彰

　第１分団第４部　　出口　真巨

　第２分団第１部　　室谷　好寛

　第２分団第６部　　福田　至孝

　（同）　　　　　　　今井　雅人

　第３分団第２部　　小倉　芳樹

　第４分団第２部　　松穗　文人

【那賀地域消防協会　勤続表彰（17 年）】

　第１機動隊　　　　榎本　実

　第３機動隊　　　　亀田　忠志

　第１分団第５部　　山﨑　慎吾

　第２分団第５部　　辻 本　佳生

　第２分団第６部　　土橋　貴文

【岩出市　優秀部隊表彰】　

　第３機動隊（根来地区）

　第４機動隊（上岩出地区）



保健推進課  保健予防係☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

がんについて知ろう！ がん検診を受けて、早期がんが見つ
かった方にお話しを伺いました。

早期胃がん（粘膜内がん）をがん検診で発見

Ｑ１．今までがん検診を受診されていましたか。
　毎年、同じ病院で受けています。１度胃がんが見つ

かって手術をした後から、毎年異常なしだった。なので、

今年は受けなくて良いかなと思っていたが、いつもと違

う感じがしたので受けることにしたら、がんが見つかっ

た。

Ｑ２．がん検診の結果を聞いたとき、どう思いましたか。
　家族は驚いていたが、検診でがんを見つけてもらった

のが２回目だったので、私はどちらかと言えば冷静に話

を聞けた。

Ｑ３．精密検査の結果を聞いたとき、どう思いましたか。
　細胞診をしたのでそれで見つかったのだろうなと思っ

た。すぐに大きな病院を紹介してくれ、手術もがんを見

つけた先生がしてくれると聞いたので安心できた。また

早く見つけてくれてありがたかった。

Ｑ４．どのような治療（手術）をしましたか。
　２～３週間くらいの入院で、口から胃カメラを入れて

取った。胃カメラを入れると、もう一つがんが見つかり、

それも取ってくれた。前回の胃がんの手術の時より、術

後の経過が良く、気分が悪くなることも少なかった。

Ｑ５．今の体調はどうですか。
　合計３か所で胃がんが見つかったが、今はすごく元

気。歩いて病院やスーパーにも行ける。家族も元気なこ

とを喜んでくれており、これからも元気でいられるよう

に食生活に気をつけるようになった。

○市民の方へメッセージ
　早く見つけてもらうことが本当に大事だと思う。検診

を早めに受けてもらいたい。早く見つかると、治療もお

腹を開かなくて大丈夫だったりと、身体への負担も少な

くなるし。がんが見つかって治療をした後の検診はどき

どきするけど…１度の検診で安心せず定期的に検診を受

けてほしい。

早期大腸がん（粘膜内がん）をがん検診で発見

Ｑ１．今までがん検診を受診されていましたか。
　仕事をしている時は人間ドックを受けていたが、市の

がん検診は受けていなかった。退職後から２年に１度く

らいの間隔で受けるようになった。

Ｑ２．がん検診の結果を聞いたとき、どう思いましたか。
　検査結果が２本とも血が混じっていたので、驚いた

が、ポリープができやすい体質と聞いていたので、ポリー

プだろうと思っていた。

Ｑ３．精密検査の結果を聞いたとき、どう思いましたか。
　精密検査を受け盲腸の近くの見つかりにくい場所にが

んが見つかったと聞いた。ポリープだと思っていたもの

が、検査をしたらがんだったので、精密検査が終わると

がんも取ってくれていた。驚く間もなかった。

Ｑ４．どのような治療（手術）をしましたか。
　精密検査で大腸のカメラをして、それと同時にがんも

取ってくれた。ポリープを取る時と違いが分からなかっ

た。

Ｑ５．今の体調はどうですか。
　元気です。２年間経過観察と言われているが、腹痛も

なく、便通も良いので体調はバッチリ。

○市民の方へメッセージ
　自分の身体のことを知っておくためにも検診は必ず受

けてほしい。できれば働いているうちから検診を受け

て、自分の身体のことを早くから知っておいて欲しい。

　保健師より
　お二人とも早期発見が大事、早期に治療できてよかっ

たと力強く話をされる姿が印象的でした。お二人のよう

にがんを患っても、健康を取りもどし、いきいきと生活

ができる市民を増やしたいと感じました。岩出市として

も国の指針にそった精度の高い検診を実施できるように

したいと思います。

70 歳代　女性 70 歳代　男性
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PB

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館 ・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

nfomation
Life

税
・
料
金

延
滞
金
の
利
率
に
つ
い

て
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
の
延
滞
金
の
利
率
は
次

の
と
お
り
と
な
り
、
平
成
30
年
の
利

率
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
期
間
…
２
．
６
％

▼
上
記
以
外
の
期
間
…
８
．
９
％

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
地
方
税
法
等

に
基
づ
き
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
延
滞
金
を
納
め
れ
ば
滞

納
し
て
も
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
財

産
調
査
・
差
押
等
の
処
分
が
進
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課　

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
４
）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）
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国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利

　

口
座
振
替
は
︑
納
付
書
で
納
め
る

よ
り
お
得
で
す
！

▼
月
々
の
口
座
振
替
を
早
割
（
保
険

料
の
当
月
末
振
替
）
に
し
た
場
合
、

１
か
月
に
つ
き
50
円
割
引
に
な
り
ま

す
。

第
５
回
和
歌
山
市
町
村

合
同
公
売
会
を
実
施

　

平
成
30
年
12
月
１
日
（
土
）、
紀

の
川
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
岩

出
市
ほ
か
県
内
12
団
体
が
参
加
し
、

税
金
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

１
９
１
品
目
の
家
電
、
雑
貨
等
の
公

売
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
落

札
合
計
金
額
は
85
万
４
︐
７
５
８
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

な
ど
を
実
施
し
、
税
収
の
確
保
と
滞

納
の
解
消
に
向
け
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
公
売
情
報
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
随
時
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
税
金
完
納
に
よ
り
公
売
を
取
り
下

げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

税
務
課　

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
４
）

▼
２
年
分
、
１
年
分
ま
た
は
半
年
分

を
ま
と
め
て
一
括
前
納
に
す
る
と
、

納
付
書
で
納
め
る
よ
り
割
引
額
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

各
金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
役
所
に
、
年
金
手
帳
（
も
し
く

は
納
付
書
）・
預
金
通
帳
・
金
融
機

関
届
出
印
を
お
持
ち
の
う
え
、「
国

民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出

書
」
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
31
年
４
月
分
の
保
険

料
か
ら
一
括
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
口
座
振
替
納
付
申
出
書
を
2
月

28
日
（
木
）
ま
で
に
、
各
金
融
機

関
、
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
市
役
所

に
届
く
よ
う
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。　

問　

保
険
年
金
課　

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）
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広   告   募   集
「広報いわで」へ広告を
掲載してみませんか？
○掲載料金　
　　　　1 枠 10,000 円
※ 2 枠、3 枠も可能です。
市 ウ ェ ブ サ イ ト へ の バ
ナー広告もあります。
問 市長公室 （内線 119）

2 月 28 日（木）です。

■固定資産税第 4 期

■国民健康保険税第 9 期

■後期高齢者医療保険料第 8 期

■介護保険料第 9 期

納   期   限

2 月夜間納税相談日
14 日（木）・28 日（木）

国民健康保険税・
　　　　 後期高齢者医療保険料

午後 8 時まで窓口　保険年金課

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

普
段
に
比
べ
て
使
用
水
量
が
多

い
、
料
金
が
高
い
と
思
わ
れ
る
時

は
、
漏
水
し
て
い
る
か
次
の
方
法
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

①
家
の
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
く

　

だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー

　

ク（
赤
い
星
）が
わ
ず
か
で
も
回
っ

　

て
い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

　

り
ま
す
。

　

も
し
漏
水
し
て
い
た
ら
、
至
急
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
修
理

さ
れ
た
場
合
、
漏
水
し
た
水
量
の
一

部
に
相
当
す
る
水
道
料
金
を
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
修
理
完
了

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
負
担

の
軽
減
効
果
が
期
待
で
き
る
ジ
ェ
ネ

（ジェネリック医薬品希望カード）

（ジェネリック医薬品希望シール）

健
康
・
介
護

後
、
減
免
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課　

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
９
５
）

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

で
、
薬
代
の
負
担
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
よ
り
一

層
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
岩
出

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
を
保
険
証
と
一
緒
に

３
月
頃
に
送
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
シ
ー
ル
は
市
役
所
や
各
公
民
館

等
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

国
保
・
年
金
係

（
内
線
１
９
８
）・
保
健
医
療
係
（
内

線
１
６
７
）

平
成
30
年
度
国
民
健
康

保
険　

特
定
健
診
受
診

状
況

　

12
月
末
で
判
明
し
て
い
る
受
診
率

は
22
・
9
％
で
、
昨
年
同
期
と
比

較
す
る
と
１
・
１
％
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

特
定
健
診
は
、
無
料
で
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
早
い
段

階
で
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

自
己
の
健
康
管
理
に
も
役
立
つ
健
診

で
す
の
で
、
積
極
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
！

　

平
成
31
年
度
の
対
象
者
の
方
に

は
、
３
月
下
旬
に
特
定
健
診
の
ご
案

内
（
受
診
券
・
集
団
健
診
申
込
は
が

き
等
）
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
健
診

は
集
団
健
診
か
、
市
内
各
医
療
機
関

で
の
個
別
健
診
ど
ち
ら
か
の
受
診
と

な
り
ま
す
。

・ 

が
ん
検
診
を
集
団
検
診
で
申
込
さ

　

れ
る
方
は
、
特
定
健
診
の
集
団
健

　

診
を
別
途
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ

　

ば
、
同
日
受
診
と
な
る
よ
う
調
整

　

い
た
し
ま
す
。

・ 

個
別
健
診
は
５
月
か
ら
の
開
始
と

　

な
り
ま
す
。

★
国
保
の
方
で
︑
パ
ー
ト
な
ど
の
勤

務
先
で
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
た
方

へ
ご
協
力
の
お
願
い

　

勤
務
先
で
の「
健
康
診
断
結
果（
平

成
30
年
4
月
以
降
の
も
の
）」
の
コ

ピ
ー
を
市
役
所
へ
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
場
合
は
、
特
定
健
診
の
受
診
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
定
健

診
の
受
診
率
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
健
康
診
断
結
果
」
を
提

出
さ
れ
た
国
保
の
方
に
は
、
粗
品

（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
５
箱
）
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
！

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
８
）

対象者数 受診者数 受診率 受診率
（最終確定値）

今年度計 8,589人 1,969人 22.9％ ‐

昨年同期
（参考） 8,744人 2,099人 24.0％ 33.5％
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◇
献　

血

○
日
時
・
場
所　

　
　

9
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時

　
　

～
4
時
30
分　

　
　
（
株
）
オ
ー
ク
ワ　

ミ
レ
ニ
ア

　
　

シ
テ
ィ
岩
出
店

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
︲
２
４
０
０

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

2月　休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療
※受診の際は、電話等で確認のうえ
　ご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合があ
　ります。電話が通じないときは消
　防署（☎ 61-1791）にお問い合わ
　せください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
3 日 もりもと歯科 岩出市山田４－７ 69-2688

10 日 神野歯科医院 紀の川市粉河１７２４ 73-2309
11 月 清瀧歯科医院 紀の川市花野１１７ 77-6161
17 日 中西歯科医院 紀の川市貴志川町長山２７７－１７６ 64-7234
24 日 たかぎ歯科医院 岩出市水栖１１－１０ 63-0416

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種

　

平
成
30
年
度
の
対
象
者
に
は
、
平

成
30
年
４
月
下
旬
に
予
診
票
等
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
は
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
方
は
早
め
に

接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
23
価
）
予
防
接
種
を
１
回
で
も
接

種
さ
れ
た
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者

①
岩
出
市
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
今

年
度
に
次
の
各
年
齢
に
な
る
方

・
65
歳　
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
生

　

～
昭
和
29
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳　
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
生

　

～
昭
和
24
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳　
（
昭
和
18
年
４
月
２
日
生

　

～
昭
和
19
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳　
（
昭
和
13
年
４
月
２
日
生

　

～
昭
和
14
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳　
（
昭
和
８
年
４
月
２
日
生

　

～
昭
和
９
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳　
（
昭
和
３
年
４
月
２
日
生

　

～
昭
和
４
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳　
（
大
正
12
年
４
月
２
日
生

　

～
大
正
13
年
４
月
１
日
生
）

・
１
０
０
歳
（
大
正
７
年
４
月
２
日

　

生
～
大
正
８
年
４
月
１
日
生
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ

て
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
、
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
害
を
有
す
る
方

※
①
の
生
年
月
日
は
今
年
度
の
対
象

者
を
示
す
も
の
で
す
。

〇
接
種
期
限 

・ 

対
象
者
①
…
3
月
31
日

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担 

　
（
８
千
円
程
度
）
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
者
②
…
3
月
31
日
（
60
歳
の

誕
生
日
か
ら
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で
）

〇
費
用　

自
己
負
担
３
︐
０
０
０
円

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け

　

て
い
る
方
は
無
料

〇
持
参
す
る
も
の 

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

　

接
種
予
診
票
・
予
防
接
種
済
証

◎
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
被
保

　

険
者
証
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
証

　

明
書

※
自
ら
希
望
す
る
場
合
の
み
接
種
を

行
う
も
の
で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
︲
２
４
０
０

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

〇
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

３
月
31
日
ま
で

〇
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
登
録
の
あ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希

　

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

〇
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料
（
協
力
医
療
機
関
以
外
で

接
種
す
る
場
合
、
自
己
負
担
が
発
生

す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。）

〇
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〇
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
妊

婦
の
夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確

認
書
類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必

要
で
す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
う

え
、
接
種
後
に
領
収
書
原
本
（
接
種

者
名
・
接
種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名

の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
接
種
者
名

義
の
通
帳
、
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦

の
夫
の
み
）、
認
印
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

〇
提
出
期
限　

３
月
31
日

問　

保
健
推
進
課　

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
︲
２
４
０
０　
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

︻
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
︼

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０　

　

☎
77 

︲ 

６
４
１
０

○
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

○
診
療
時
間　

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
５
時　

※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

○
準
夜
帯
診
療
の
お
知
ら
せ

・
期
間　

　

3
月
10
日
（
日
）
ま
で

・
診
療
時
間

　

土
・
日
・
祝
日
の
午
後
８
時
～
10
時

・
診
療
科　

内
科

　
（
小
児
科
に
つ
い
て
は
和
歌
山
市

　

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー

　

で
対
応
し
ま
す
。）

︻
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
︼

　

３
６
５ 

日
24
時
間
対
応
。

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
︲
４
２
６
︲
１
１
９
９

︻
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
︼

（
夜
間
・
休
日
診
療
）　

　

☎
０
７
３
︲
４
２
５
︲
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課 

保
健
推
進
係　

　
　

☎
61
︲
２
４
０
０

環
境
・
エ
コ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

　
　

補
助
金
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
区
・
自
治
会
等
に

お
け
る
経
費
節
減
お
よ
び
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
を
図
る
た

め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
（
器
具

交
換
）
す
る
区
・
自
治
会
等
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〇
補
助
金
の
交
付
対
象
者

　

既
設
蛍
光
灯
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
へ
取
り
替
え
る
区
・
自
治
会
等

〇
補
助
金
の
額　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

購
入
経
費
及
び
設
置
工
事
に
要
す
る

費
用
の
２
分
の
１
以
内

※
限
度
額　

　

１
基
に
つ
き
２
０
︐
０
０
０
円

※
補
助
金
の
額
に
１
０
０
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
１
０
０
円
未

満
の
額
は
切
り
捨
て
。

〇
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

　

事
前
に
次
の
書
類
等
を
添
え
て
補

助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
既
設
防
犯
灯
設
置
箇
所
位
置
図

▼
既
設
防
犯
灯
現
況
設
置
写
真

▼
設
置
工
事
に
係
る
見
積
書
の
写
し

※
申
請
前
に
取
替
工
事
を
行
っ
た
場

合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

岩
出
保
健
所
無
料
検
査

実
施
︵
事
前
予
約
制
︶

①
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

○
検
査
項
目

　

Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎

○
対
象
者　

県
内
（
和
歌
山
市
を
除

く
）
に
お
住
ま
い
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

○
日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

※
祝
日
は
除
く

○
備
考　

２
週
間
後
に
再
度
来
所
い

た
だ
き
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

②
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
検
査

　

匿
名
検
査
の
た
め
予
約
時
に
ID
番

号
を
お
伝
え
し
ま
す
。
結
果
は
口
頭

で
お
伝
え
し
、
用
紙
で
お
渡
し
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

●
通
常
検
査

○
検
査
項
目　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
、
ク

ラ
ミ
ジ
ア
、
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎

○
対
象
者　

希
望
の
方
全
員

○
日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

※
祝
日
は
除
く

○
備
考　

２
週
間
後
に
再
度
来
所
い

た
だ
き
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

●
即
日
検
査

○
検
査
項
目　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒

○
対
象
者　

希
望
の
方
全
員

○
日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
2
時
～
4
時

　
　
　
　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
5
時
～
7
時

※
祝
日
は
除
く

備
考　

当
日
（
来
所
後
約
１
時
間

後
）
に
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

③
そ
の
他

　

風
し
ん
抗
体
検
査
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
等
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

岩
出
保
健
所　

総
務
健
康
安
全

　
　

課
（
那
賀
振
興
局
内
）

　
　

☎
61
︲
０
０
２
３

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

45
分
（
土
日
祝
除
く
）

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係　

　
　
（
内
線
１
８
５
）



PB

2019・2　広報いわで　　14

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

・
月
～
金　

 
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

３
時  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
 6日・20日
（第1・3水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
13日・27日
（第2・4水曜日）

毎週木曜日

2 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
家
庭
か
ら
の
畳
の
搬
入
は
︑

1
日
に
つ
き
8
枚
ま
で
で
す
︒

※
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合
、「
持
ち

込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の
記
入
と
あ

わ
せ
て
、「
免
許
証
等
住
所
確
認
が

で
き
る
証
明
書
」
に
よ
る
住
所
の
確

認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
︲
０
８
１
４ 　

ご
み
の
不
法
投
棄
禁
止

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な
ど

に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環
境

汚
染
を
招
く
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま

募　

集

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

に
反
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
き
ち
ん
と
分

別
し
、
不
適
切
な
ご
み
が
混
ざ
っ
て

い
な
い
か
確
か
め
、
市
の
指
定
袋
に

入
れ
、
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
集
積

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

保
育
所
等
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。
た
だ
し
、
必
ず
採
用
が
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

︻
臨
時
保
育
士
︼

○
勤
務
地　

市
立
保
育
所

○
応
募
資
格　

　

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方

○
労
働
条
件
等　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
早
出
遅
出
有
）

※
短
時
間
勤
務
希
望
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
賃
金　

日
給
８
︐
２
１
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
保
育
士
資
格
証
の
写
し

︻
臨
時
保
育
士
︵
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
︶︼

○
勤
務
地　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
ま
た
は
岩
出
保
育
所
内
）

○
応
募
資
格　

　

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方

○
労
働
条
件
等　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
賃
金　

日
給
８
︐
２
１
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
保
育
士
資
格
証
の
写
し

︻
臨
時
給
食
調
理
員
︼

○
勤
務
地　

市
立
保
育
所

○
応
募
資
格　

　

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方

○
労
働
条
件
等　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
賃
金　

日
給
７
︐
０
４
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
調
理
師
免
許
証
の
写
し

︻
臨
時
看
護
師
︼

○
勤
務
地　

市
立
保
育
所

○
応
募
資
格　

　

看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

○
労
働
条
件
等　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
賃
金　

日
給
９
︐
６
８
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
看
護
師
免
許
証
の
写
し

︽
す
べ
て
に
共
通
︾

○
勤
務
開
始
日　

４
月
１
日
以
降
、

　

職
員
の
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
随

　

時
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

２
月
22
日
（
金
）
ま
で

○
面
接
日
等　

後
日
、
本
人
あ
て
に

　

連
絡
し
ま
す
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方

※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
・
労
災
保
険
完
備

申
・
問　

子
育
て
支
援
課　

子
育
て

　
　
　
　

支
援
係
（
内
線
３
３
８
）

第
14
期
岩
出
市
と
き
め

き
交
通
大
学
学
生
募
集

　

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
、
４
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
毎
月

１
回
、
参
加
体
験
型
の
交
通
安
全
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

年
齢
65
歳
以
上
、
岩
出

　

市
在
住
の
方

○
定
員　

25
名

○
募
集
期
間　

２
月
末
日
ま
で

○
参
加
費　

無
料

　

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め

切
り
ま
す
。

問　

総
務
課  

交
通
防
犯
係

　
　
（
内
線
１
２
６
）
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
臨
時
職
員
の
募
集

○
募
集
人
員　
　

２
名

○
業
務
内
容　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

収
集
作
業
員
（
ご
み
収
集
お
よ
び

　

ご
み
分
別
な
ど
の
業
務
）

○
雇
用
期
間　
　

　

４
月
１
日
～
９
月
29
日

○
勤
務
先　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
岩
出
市
根
来
２
２
７
３
︲
２
）

○
勤
務
体
制　

月
曜
日
～
金
曜
日
の

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

※
休
憩
１
時
間
含
む

※
月
～
金
の
祝
日
は
勤
務
日
で
、
土

　

曜
日
も
勤
務
の
場
合
あ
り

○
賃
金　
　

日
給
１
０
︐
７
３
０
円

○
待
遇　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保

　

険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
・
通

　

勤
手
当
あ
り

○
受
付
期
間　

　
　

２
月
12
日
（
火
）
～
21
日
（
木
）

土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書
（
写

　
　
　
　
　
　

真
貼
付
）
１
通

○
応
募
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
で

　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で　

　

２
月
21
日
（
木
）
必
着

※
履
歴
書
に
は
必
ず
連
絡
で
き
る
電

　

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

　

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

　

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
面
接
日　

後
日
、
日
時
を
送
付
し

　
　
　
　
　

ま
す
。

○
そ
の
他　

自
動
車
通
勤
の
場
合
、

　

駐
車
料
金
月
額
２
︐
０
０
０
円
が

　

必
要
で
す
。

申
・
問　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
62
︲
０
８
１
４　
　
　

　

〒
６
４
９
︲
６
２
０
２

　

岩
出
市
根
来
２
２
７
３
︲
２

岩
出
市
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す

○
募
集
人
員　

１
名

○
職
務
内
容　

生
活
環
境
課
に
お
け

　

る
事
務
及
び
窓
口
業
務
の
補
助

○
応
募
資
格　

①
パ
ソ
コ
ン
で
ワ
ー

ド
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
で
き

る
方
②
接
遇
に
自
信
の
あ
る
方
③
生

活
環
境
行
政
の
重
要
性
を
理
解
し
熱

意
を
有
す
る
方
④
地
方
公
務
員
法
第

16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
方

○
雇
用
期
間　
　

　

４
月
２
日
～
９
月
30
日

○
勤
務
場
所　

岩
出
市
役
所

　

生
活
福
祉
部　

生
活
環
境
課

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
30
分
（
休
憩
１
時
間
）

　

週
５
日
勤
務
（
月
曜
日
～
金
曜

日
）。
た
だ
し
、
祝
日
・
振
替
休
日
・

閉
庁
日
は
休
み
。

○
賃
金　

日
額
７
︐
０
４
０
円

○
通
勤
手
当　

職
員
に
準
じ
、
通
勤

距
離
に
応
じ
て
支
給
（
２
㎞
以
上
）

○
社
会
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険

○
受
付
期
間

　

２
月
６
日
（
水
）
～
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
郵
送
可　

２
月
19
日
必
着

○
提
出
書
類　

　
　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

※
提
出
後
の
履
歴
書
等
は
一
切
返
却

　

し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

○
面
接
日
等　

後
日
、
面
接
日
等
を

　

本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他

▼
地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
他
の
職
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
へ

の
従
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
知
り
得
た
情
報
等
を
他
の

者
に
漏
洩
し
た
場
合
、
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
自
動
車
通
勤
の
場
合
、
駐
車
料
金

月
額
２
︐
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
・
問　

生
活
環
境
課

　
　
　
　
（
内
線
１
８
２
）

岩
出
市
立
学
校

　
　
　

臨
時
職
員
募
集

　

市
立
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
臨
時

職
員
（
用
務
員
・
介
助
員
）
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　

　
　

用
務
員
１
名
、
介
助
員
４
名

○
業
務
内
容　

▼
用
務
員　

市
立
学
校
に
通
学
す
る

　

児
童
生
徒
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

　

る
た
め
の
、
校
内
の
美
化
・
衛
生

　

等
の
業
務

▼
介
助
員　

支
援
を
必
要
と
す
る
児

　

童
生
徒
の
学
校
生
活
介
助
業
務
等

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16

条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し

な
い
方

○
雇
用
期
間

　

4
月
8
日
～
10
月
4
日
（
予
定
）

○
勤
務
時
間　

週
5
日
勤
務
（
月
曜

日
～
金
曜
日
）
た
だ
し
、
祝
日
・
振

替
休
日
・
学
校
の
休
業
日
は
休
み
。

▼
用
務
員　

午
前
7
時
30
分
～
午
後

4
時
（
休
憩
45
分
含
）
を
基
本
と
し

学
校
長
の
裁
量
に
委
ね
る
。

▼
介
助
員　

午
前
8
時
～
午
後
4
時

30
分
（
休
憩
45
分
含
）
を
基
本
と
し

学
校
長
の
裁
量
に
委
ね
る
。

○
賃
金　

日
額
７
︐
０
４
０
円

○
通
勤
手
当　

職
員
に
準
じ
通
勤
距

離
に
応
じ
て
支
給
（
片
道
2
㎞
以

上
）　

○
社
会
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険

○
受
付
期
間　

2
月
28
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

※
土
、
日
祝
を
除
く

○
郵
送
可
能（
2
月
28
日（
木
）必
着
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
1
通

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
備
考
欄
ま
た
は
空
欄
に
、
希
望
職

　

種
（「
用
務
員
」
ま
た
は
「
介
助

　

員
」）
を
記
入
す
る
こ
と
。

○
面
接
日
等　

後
日
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他　

地
方
公
務
員
法
が
適
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
他
の
職
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
へ
の
従
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
知
り
得
た
情
報
を
他
の
者

に
漏
洩
し
た
場
合
、
処
罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　

教
育
総
務
課　

総
務
係

　
　
　
　
（
内
線
２
７
４
）
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

講
座
・
催
し

ふ 
れ 
あ 
い 

学 

級

○
演
題　
「
ラ
ク
に
な
る
！
楽
し
く

　
　
　
　

な
る
！
シ
ニ
ア
の
や
さ
し

　
　
　
　

い
お
片
づ
け
」

○
講
師　

中
筋
工
務
店　

中
高
年
お

　
　
　
　

片
づ
け
サ
ポ
ー
ト　

り
ら

　
　
　
　

い
ふ　

中な
か
す
じ筋　

真ま

ゆ

み
由
美
氏

○
対
象
者　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

　

歳
以
上
の
方

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

「
源
流
体
験
会
」

　
　
　
　

参
加
者
募
集

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会
主
催

　

奈
良
県
川
上
村
に
あ
る
紀
の
川

（
吉
野
川
）
の
源
流
の
森
を
訪
ね
、

水
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

３
月
24
日
（
日
）　

午
前

10
時　

現
地
集
合
（
午
後
４
時
解
散

予
定
）　

○
集
合
場
所　

森
と
水
の
源
流
館

（
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
宮
の
平
）

※
希
望
者
に
は
、
大
和
上
市
駅
（
9

時
30
分
発
）
と
森
と
水
の
源
流
館
間

の
送
迎
有
り
（
要
事
前
申
込
）

○
内
容　

川
上
村
三
之
公
「
水
源
地

の
森
」
の
散
策
な
ど

○
参
加
料　

無
料
（
昼
食
は
各
自
持

参
）

○
定
員　

50
人
（
抽
選
）
※
協
議
会

に
参
加
し
て
い
る
紀
の
川
流
域
の
５

市
６
町
３
村
全
体
で
の
定
員　

○
締
切　

２
月
20
日
（
水
）

○
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
（
参
加
者
全
員
の
氏
名
と
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
記
入
）

申
・
問　

市
長
公
室　

企
画
調
整
係

　
　
　
　
（
内
線
１
１
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
63
︲
５
２
２
９

E-m
ail

：koushitsu@
city.iw

ade.

lg.jp
子
育
て
講
座
の
お
知
ら
せ

○
テ
ー
マ

　
「
ス
テ
キ
な
親
子
関
係
の
築
き
方
」

○
日
時　

３
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室
Ａ

○
講
師　

　

発
達
相
談
員　

奥お
く
で出　

久く

み実
氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

　
（
１
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り
）

※
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
７
日

（
木
）
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
・
問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
61
︲
２
９
８
３

学園名 日付 場所
根来学園 2月   6 日（水） 根来地区公民館

山崎学園 2月   8 日（金） 山崎地区公民館

紀泉台学園 2月 13 日（水） 紀泉台地区公民館

上岩出学園 2月 18 日（月） 上岩出地区公民館

岩出学園 2月 20 日（水） 岩出地区公民館

時間　午後 1 時 30 分から

第
13
回
岩
出
市
・
紀
の

川
市
暴
力
追
放
市
民
大

会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

暴
力
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
那

賀
地
方
の
実
現
に
向
け
、
地
域
住
民

が
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
和
歌
山
県
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
粗
品
の
配
付

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

２
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

問　

総
務
課  

交
通
防
犯
係

　
　
（
内
線
１
２
６
）

待つ…片手の４指を曲げ、指の背に
　　　あごをのせます。
　　　（ひじをついて待っている様子
　　　  を表現しています）

みんなで手話を学ぼう！
今月は「待つ」です。
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

障
害
の
あ
る
人
が
地
域

で
生
活
す
る
た
め
に

くらしの情報

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

忘
れ
て
は
い
け
な
い
２
０
１
１
年

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
石
井
光

太
が
、
災
害
発
生
後
10
日
間
、
岩
手

県
釜
石
市
の
遺
体
安
置
所
で
、
報
道

で
は
伝
え
き
れ
て
い
な
い
現
状
を
あ

り
の
ま
ま
綴
っ
た
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を

実
写
映
画
化
。
当
時
は
語
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
被
災
地
の
現
実
が
描

か
れ
た
人
間
ド
ラ
マ
「
遺
体
明
日
へ

の
10
日
間
」
を
上
映
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
越
し
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館
大
会
議
室

※
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

問　

福
祉
課　

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
︲
７
２
２
２

　

障
害
者
の
い
る
家
族
の
声
を
聞
い

て
、
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

３
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

視
聴
覚
室

○
講
師　

　

和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
家
族
会

　

連
合
会
副
会
長　

大
畠
信
雄　

氏

　

紀
の
川
市
精
神
障
害
者
家
族
会　

　
　
　
　
　
　
　

貞
包
未
奈
江　

氏

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

ゆ
め
・
や
り
た
い
こ
と
実
現
セ
ン

　

タ
ー　
　
　
　
　

藤
本
綾
子　

氏

※
申
込
不
要
、
手
話
通
訳
あ
り

（
和
歌
山
県
長
期
入
院
精
神
障
害
者

地
域
移
行
促
進
事
業　

那
賀
圏
域
講

演
会
）

問　

岩
出
障
害
児
者
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
63
︲
１
６
２
２

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
63
︲
１
６
４
４

介
護
保
険
運
営
委
員
会

の
傍
聴
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
状
況

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
評
価
お
よ
び

資
質
向
上
等
に
関
し
て
、
調
査
お
よ

び
審
議
を
行
う
場
と
し
て
介
護
保
険

運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

○
開
催
日　

２
月
28
日 (

木)

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

○
開
催
場
所　

　
　
　

サ
ン
ホ
ー
ル　

大
会
議
室

○
定
員　

８
名
（
申
込
先
着
順
）

○
傍
聴
手
続　

電
話
、
は
が
き
ま
た

は
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・「
介
護
保
険
運
営
委
員

会
傍
聴
希
望
」
と
記
入
の
う
え
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　
（
内
線
１
７
９
）

Em
ail

：kaigo@
city.iw

ade.lg.jp

お
知
ら
せ

家具転倒防止金具等取付事業のお知らせ
○対象者
　市内に住所を有する方で、次のいずれかの世帯
に属し、当該世帯員により金具等の取付けが困難
である者
① 65 歳以上の方がいる世帯
②身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福
　祉手帳、特定疾患医療受給者証、小児慢性特定
　疾患医療受診券の交付を受けている方がいる世
　帯
③介護保険の要介護認定で要介護１以上とされて
　いる方がいる世帯
④その他市長が特に必要と認める世帯
※同世帯に 64 歳以下の方がいる世帯は対象とな
　りません。

○対象家具
　１世帯につき、３台以内（タンス、本棚等）
○費用　
　取付けに係る費用は無料。※金具代は利用者の
自己負担です。（L 字型金具を使用し３台の家具
を固定する場合、費用は 1,000 円程度）
○申込期限　2 月 28 日（木）
※本事業は家具転倒防止を完全に保証するもので
はありません。万一、災害時等に家具が転倒し、
被害を被ったとしても、市および受託者は賠償い
たしません。

　　　　　問　総務課　危機管理室（内線 133）

2 月 28 日 ( 木 ) まで
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市教育委員会委員に再任
　西

にしぐち

口政
ま さ お

雄氏が、12 月定例議会において
任命の同意を得て、12 月 27 日付で教育
委員会委員に再任されました。

岩
出
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

警
察
官
を
騙
っ
た
電
話
が
急
増
中
！

　

犯
人
は
県
警
本
部
や
岩
出
警
察
署

の
警
察
官
を
騙
り
「
犯
人
を
捕
ま
え

た
ら
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
入
っ
て

い
ま
し
た
」「
悪
用
さ
れ
て
い
な
い

か
銀
行
に
確
か
め
て
く
だ
さ
い
」
等

と
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。
そ
の

後
、
親
切
な
警
察
官
を
装
い
、
言
葉

巧
み
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証

番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
き
ま

す
。

　

犯
人
の
狙
い
は
、
自
宅
を
訪
れ
て

預
か
る
ふ
り
を
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
、
聞
き
出
し
た

暗
証
番
号
で
現
金
を
引
き
出
す
こ
と

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
に
対
し
て
は

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
県
警
本
部

や
岩
出
警
察
署
に
電
話
を
か
け
て
確

認
す
る
、
相
手
に
し
な
い
と
い
っ
た

対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

狙
わ
れ
て
い
る
の
は
自
宅
だ
け
じ
ゃ

な
い
！
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
も
不
審
な
メ
ー
ル
！

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
「
お
客
様
宛
に
お
荷
物
の
お
届
け

に
あ
が
り
ま
し
た
が
、
不
在
の
た
め

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
下
記
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
」
と
配
達
の
不
在
通
知

メ
ー
ル
と
信
じ
込
ま
せ
る
内
容
の

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
や
キ
ャ
リ
ア
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

　

メ
ー
ル
に
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
不
在

通
知
者
宛
の
個
人
情
報
を
入
力
さ
せ

る
画
面
へ
と
進
み
ま
す
。

　

犯
人
の
狙
い
は
個
人
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
で
す
。

　

不
在
者
通
知
で
あ
れ
ば
通
知
番
号

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
番
号
を
確
認
し
、
運
送

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員

等
が
決
ま
り
ま
し
た

　

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
選
挙

の
結
果
、
選
挙
管
理
委
員
に

　
　

亀
田
保
夫
（
今
中
）

　
　

小
川
昌
子
（
清
水
）

　
　

赤
井　

滿
（
中
島
）

　
　

前
田
雅
宏
（
東
坂
本
）

　

 

ま
た
、
補
充
員
と
し
て

　
　

堀
口
健
三
（
堀
口
）

　
　

味
村
万
喜
子
（
中
黒
）

　
　

鳥
本
富
貴
（
北
大
池
）

　
　

松
田
長
次
郎
（
高
瀬
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
12
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

選
挙
管
理
委
員
会
で
、
新
委
員
長
に

亀
田
保
夫
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

問　

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

　
　

局
（
内
線
１
２
５
）

岩出市固定資産評価審査
　　　　　委員会委員に再任
　西

にしなが

永弘
ひろあき

昭氏が、12 月定例議会において
選任の同意を得て、12 月 27 日付で固定
資産評価審査委員会委員に再任されまし
た。

会
社
等
に
直
接
電
話
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
︲
０
１
１
０

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
地
域
が
広
が
り
ま
し
た

　

市
で
は
衛
生
的
で
文
化
的
な
街
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
公
共
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
皆
さ
ま
に
接
続
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
活
環
境
の

改
善
や
河
川
の
水
質
保
全
と
い
う
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
用
で
き
る
地
域
の
皆
さ
ま
は
、

１
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
へ
の
早
期

接
続
を
図
る
た
め
、
接
続
工
事
へ
の

助
成
金
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

１
月
11
日
か
ら
、
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
塚
、
金
屋
、
水
栖
、
新
田
広
芝
、

　

西
国
分
の
一
部
地
域

　

詳
細
に
つ
い
て
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
上
下
水
道
業

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
接
続
に
つ
い
て
の
相
談
窓

口
も
随
時
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課
下
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
４
・
２
９
４
）

毎月第 3 木曜日に放送

岩出市広報タイム

　 毎 月 第 3 木 曜 日 の 午 前 11 時

55 分に、和歌山放送によるラジ

オ放送を行っています。行政情報

やイベント情報等を放送していま

すので、ぜひお聴きください。
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大
会
結
果

紀
の
川
会

　

ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

○
日
時　

11
月
24
日
（
土
）

○
会
場　

海
南
市
別
院
ペ
タ
ン
ク
特

　
　
　
　

設
コ
ー
ト

○
結
果

２
位　

岩
出
Ｏ
・
Ｔ
・
Ｕ

　
　
　

大
津
留
紀
之
・
藪
下
進

　
　
　

津
呂
君
子

３
位　

岩
出
大
ち
ゃ
ん

　
　
　

大
塚
勲
・
濵
野
幸
雄

　
　
　

田
中
勝
子

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

第
13
回
岩
出
市
民

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

○
結
果

▽
９
人
制
︵
男
女
混
成
の
部
︶

　

Ａ
ゾ
ー
ン

１
位　

ス
ポ
少
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

Ｂ
ゾ
ー
ン

１
位　

根
来
ク
ラ
ブ

▽
６
人
制
︵
フ
リ
ー
女
子
の
部
︶

１
位　

ア
ル
テ
ミ
ス

※
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672
〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　
〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

2月の休園日

【展示会】

2月9日(土)～11日(月・祝) 早春の洋ラン展 9:00～17:00（最終日16:30まで）

3月9日(土)～10日(日) 古典植物と山野草展 9:00～17:00(最終日16:30まで)

【教　室】

2月10日(日) 洋ランの育て方教室 9:30～12:00、参加費300円（事前申込要）

2月10日(日) 2月の寄せ植え教室 10:30～12:00、参加費1800円（事前申込要）

3月3日(日) 3月の寄せ植え教室 10:30～12:00、参加費1800円（事前申込要）

3月9日(土)～10日(日) セッコク・富貴ラン植替え教室 13:00～16:00、参加費無料（事前申込不要）

5日(火)、12日(火)
19日(火)、26日（火）

2 月の花ごよみ
　　梅、ツバキ、葉牡丹、ビオラ
　　洋ラン、シクラメン

平成 30 年度和歌山県在宅育児支援事業給付金の申請手続きはお済みですか？

　平成 29 年 4 月 2 日から平成 30 年 12 月 31 日まで

の間に生まれたお子さまで、支給要件に該当するお子

さまを養育（監護）されている保護者の方に、月額

15,000 円（最大 150,000 円）の給付金を支給します。

○対象児
・岩出市に住民登録を有すること。

・保育所等に入所していない（家庭で監護している）

   こと。

・同一世帯の２人目以降の子（※第２子については所

   得制限があります）

・児童入所施設等に入所していないこと。

○支給対象者（保護者）
①岩出市に住民登録を有し、対象児と同居しているこ

　と。

②育児休業給付金を受給していないこと。

③生活保護法による保護を受けていないこと。

④暴力団員や公序良俗に反する者など和歌山県知事が

　不適切と認めたものでないこと。

※配偶者がいる場合、当該配偶者も②～④の要件を満

　たす必要があります。

○支給額　対象児１人あたり月額 15,000 円（最大

　　　　　150,000 円）

○受付期限　　3 月 29 日（金）

※申請が受付期限を過ぎた場合、平成 30 年度分の給

　付金は受給できません。

　　問　子育て支援課　子育て支援係（内線３５６）

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの
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問　 保健推進課  保健予防係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 30 年 10 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

    25 日（月）・26 日（火）

■ 7 か月児（平成 30 年 7 月生）
    19 日（火）・20 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

    13 日（水）・ 27 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

    8 日（金）・15 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

    13 日（水）・ 27 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

    8 日（金）・15 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00
    19 日（火）

内容：栄養指導、育児指導

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

 2 月

育て子
コーナー

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　
　

い
わ
で
っ
子

3 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

15 日（金）

２歳児
（平成 27 年 4 月 2 日生
～平成 28 年 4 月 1 日生）

大きくなったね会
午前10時

　～11時30分
市民総合体育館

30 組

１歳児
（平成 28 年 4 月 2 日生
～平成 29 年 4 月 1 日生）

30 組

0 歳児
（平成 29 年 4 月 2 日生

以降）
30 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
2
歳
児
…
2
月
13
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
…
2
月
14
日
（
木
）
～　

・
0
歳
児
…
2
月
15
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
︲
２
９
８
３

（平成 29 年 6 月生）  

（平成 27 年 7 月生）

（平成 30 年 3 月生）

（平成 28 年 7 月生）

　　　　　　　　（予約制）

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

育
士
が
色
々
な
場
所
に
行
っ
て
遊
び

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

　

・
2
月
13
日
（
水
）

　
　

上
岩
出
地
区
公
民
館　

和
室

　

・
2
月
22
日
（
金
）

　
　

岩
出
地
区
公
民
館　

和
室

○
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
で
す
。

※
10
時
15
分
頃
と
11
時
15
分
頃
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
︲
２
９
８
３

『
出
前
保
育
』
の
お
知
ら
せ
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○
日
時　

2
月
13
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
こ
の
時
間
中
で
し
た
ら
、
自
由

　

に
入
室
・
退
出
で
き
ま
す
。）

※
毎
月　

第
2
水
曜
日

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル

○
持
ち
物

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
、
お
茶
の
み
可
）

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
︲
２
４
０
０

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
も
、
み
ん

な
仲
良
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
使
用

食
材
か
ら
、「
乳
製
品
」「
卵
」「
小
麦
」

を
除
去
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
無
い
方
も
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
た
め
に

ク
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

〇
日
時　

２
月
21
日
（
木
）         　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

な
か
よ
し
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

○
講
師　

浅あ
さ
ざ
わ澤　

惠
め
ぐ
み

氏

〇
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

〇
定
員　

15
組

○
１
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り

▼
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月

１
日
（
金
）
か
ら
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

申
・
問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
61
︲
２
９
８
３

な
か
よ
し
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

パパママ教室
受付時間 9:45 ～ 10:00
　5 日（火）

内容：歯の健康・妊婦体操
　　　・産後うつ

　　　　　　　　（予約制）

　
「
子
育
て
講
座
の
お
知
ら
せ
」
は

　

16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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①氏名（ふりがな）②生年月日  ③住所  ④電話番号  ⑤メールアドレス⑥メッセージ（30 文字程度）を記載の上、写真データ

（1MB 以上）を添付しメールでご応募ください。4 月号掲載の締切は 2 月 25 日（月）です。応募多数の場合は抽選とさせてい

ただきますので、ご了承ください。　■あて先　市長公室　市民ふれあい係　koushitsu@city.iwade.lg.jp　

いわで
っ子

ちゃん（8 ヵ月）

◆いつも元気いっぱいの
壮眞くん！生まれてきて
くれてありがとう！

◆この笑顔がみんなの癒
し！元気に育ってね。

◆ 元 気 に 大 き く な っ て
ね！

壮
そ う ま

眞 逢
あ お

鳳 ちゃん（11 ヵ月）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　もし、お子さんが休日・夜間に急な病気になったと

きすごく不安になりませんか？そんな時は子ども救急

相談ダイヤルの利用を考えましょう。症状に応じた適

切なアドバイスが受けられます。

○子どもの元気なときの「平熱」を知っておこう
　いつもと違う！これは子どもからくるサインです。

いざという時慌てないように、日頃から子どもの様子

をよく観察しましょう。

○かかりつけ医を持ちましょう
　日頃から気軽に相談や指導を受けられる「かかりつ

け医」を持ち、お子さんの急病時の対応についても聞

いておきましょう。

○できるだけ診療時間内に受診しましょう
　通常の診療時間内は医師や看護師等のスタッフがそ

ろっており、検査その他の診療体制が整っています。

また、診療時間内であっても、遅い時間（18 時以降）

になると、初診料等が割増になったり、土曜の午後や

休日の診療についても割増が発生しますので、急病で

ないときは受診する時間にも注意しましょう。

もし、お子さんが休日・夜間に病気になったら・・・

ちゃん（6 ヵ月）広
ひ ろ と

翔

スマイル！

問　保険年金課　保健医療係（内線 195・196）

子ども救急相談ダイヤル
＃８０００ （プッシュ回線・携帯電話）

073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

受付時間　　　　　土・日・祝日・年末年始　　9：00 ～翌朝 9：00
　　　　　平日　　19：00 ～翌朝 9：00

※年末年始・・・12/29 ～ 1/3

岩出市内の 3 歳までのお子さん

の写真を

※年齢は申込み時の年齢です。

大募集！

（和歌山県）
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相談 日時
（祝日除く） 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

5日（火）・19日（火）
午後1時～4時

岩出市役所
2階  第7会議室（5日）
2階  第2会議室（19日）

　悪質商法によるトラブルや架空請
求、貸金業者からの借金問題などの消
費者問題についてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
☎61-6966

消費生活相談
（紀の川市開設）

13日（水）・27日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階　相談室（小）

紀の川市商工労
働課☎79-3919

行政相談
20日（水）
午後1時～3時

総合保健福祉センター　
３階　会議室A

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続き等、どんなことでもお
気軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
12日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
「人権問題ではないだろうか？」と感
じたときは、お気軽にご相談くださ
い。人権擁護委員が相談に応じます。

福祉課  人権啓
発係（内線336）

教育相談
月～金曜日
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・岩出小学校・山崎小学校
　・山崎北小学校・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
　・適応指導教室「フレンド」
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
  ☎61-7007
・教育総務課
 （内線367）
・適応指導教室 
☎62-0892

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室
☎073-441-0808
☎073-441-0826

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院（問い合わせは、和
歌山県立医科大学小児成育医療
支援室へ）

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

こうのとり相談

医師と相談 那賀振興局健康福祉部相談室 不妊専門医による面接相談（予約制） 那賀振興局健康
福祉部保健福祉
課☎61-0049

月～金曜日
午前9時～午後5時45分

電話相談 保健師による電話相談

ふれあい相談 毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・労働問
題など

社会福祉協議会
☎63-3246

ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困 2
月

場所
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

「スポレクフェスタ」を開催しました
　11 月 23 日（金・祝）に岩出市民総合体育館において「スポレクフェスタ」を開催しました。

　玉入れや綱引き、ボール運びリレーなど様々なプログラムを実施し、多くの方にご参加いただき、交流を深めるこ

とができました。

　岩出市青少年育成市民会議では、今後も皆様に楽しんでいただけるようなイベントを企画してまいりますので、ど

うぞよろしくお願いします。

JR 和歌山線「新型車両（227 系）」に手を振ろう！
　3 月に JR 和歌山線に “ 新型車両 ” が導入されます。

　和歌山線での新型車両導入は、30 年ぶりのことです。

　これを記念し、次の日程で新型車両が和歌山線を走行

することになりました。

　沿線の皆さん。新型車両に手を振って、新しい電車を

歓迎してください。

　当日は、新型車両の車内から沿線風景の撮影を行い、

「和歌山線 PR ムービー」が作成されます。出来上がっ

た動画は、YouTube やその他媒体で放映される予定です。

　横断幕やパフォーマンス等大歓迎です。和歌山線沿線

の魅力を全国に発信しましょう。

【お願い】　

　迷惑駐車や無断で私有地に入る等、他の方のご迷惑

となるような行為はおやめください。また、危険です

ので線路や無人駅に侵入することはおやめください。

○運行日　2 月 23 日（土）　　○区間　　和歌山～橋本駅間

○運転時刻　和歌山駅（10 時 30 分頃発車）→岩 出 駅（11 時 00 分頃通過）→粉 河 駅（11 時 15 分頃通過）

　→妙 寺 駅（11 時 30 分頃通過）→橋 本 駅（11 時 45 分頃到着）※運転時刻は変更となる場合がございます。

　詳しくは和歌山線活性化検討委員会ホームページ（http://wakayamasen.com/）をご覧ください。

2 月 23 日 ( 土 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　和歌山線活性化検討委員会　岩出市総務課　☎ 62-2141
　　西日本旅客鉄道株式会社和歌山支社総務企画課　☎ 073-425-6106
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

2月のカレンダー

☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
※DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお返し
　ください。視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・返
却・延長はできません。

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

図書館 DVD 上映会

○日時　2 月 11 日（月・祝）午前 10 時 30 分から

○場所　岩出図書館　大会議室

●トゥイーティーのフライング・アドベンチャー

　80 日間世界一周大冒険（アニメ・72 分）

※先着 100 名

○図書館ボランティアによるおはなし会
  3 日（日）・10 日（日）・・・「おはなしドロップス」

24 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室　

※子ども向けですが、どなたでもお楽しみいただけ

ます。

雑誌リサイクルフェア

○日時　3 月 2 日（土）

　　　　　午前の部　午前 10 時～正午

　　　　　午後の部　午後 2 時～ 4 時

○場所　岩出図書館　大会議室

※詳細はチラシをご覧ください。

　岩出図書館所蔵の複製画を展示します。ぜひご覧

いただき、芸術をお楽しみください。

○期間　2 月 22 日 ( 金 ) ～ 4 月 3 日 ( 水 )

○場所　岩出図書館展示コーナー

複製画展

2 月のおはなし会

★特別整理期間のお知らせ
　岩出図書館（分館・分室含む）では、特別整理期間として年に一度休館します。

　今年は 2 月 12 日（火）から 2 月 21 日（木）までの期間、休館となります。 

　この間は、31 万冊以上ある所蔵資料の動きを止めての一斉点検や、普段できない建物機器の修理・点検を行います。 

　快適で便利に図書館をご利用いただくために必要な作業を行いますので、ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよ

ろしくお願いします。 

★期間中の本の返却は、図書館正門右の返却ポストまたは駅前ライブラリーのブックポストをご利用ください。

　ただし、DVD・ビデオ・CD などの視聴覚資料、紙芝居など破損の恐れのある資料は、開館時に直接カウンターにお

返しください。

★期間中にご用意できた予約資料の通知は、2 月 22 日（金）以降にさせていただきます。

図書館ボランティア養成講座

「ストーリーテリング講座」
　ストーリーテリングとは、語り手が昔話や創作な

どの物語を覚え、語り聞かせることです。

　「子どもたちにおはなしを語ってみたい！」「ス

トーリーテリングのボランティアをしてみたい！」

とお考えの方、お気軽にご参加ください。

○日時　第 1 回　2 月 27 日（水）午後 1 時～ 3 時

               第 2 回　3 月 13 日（水）午後 1 時～ 3 時 

○場所　岩出図書館大会議室

○定員　30 名

○申込　岩出図書館カウンターに直接またはお電話

　　　　でお申し込みください。

○その他　

　全 5 回の講座となります。第 3 回以降の日程に

ついては受講者の方に後日お知らせします。

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28
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写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込むと、

動画が再生できます。動画が再生されない場合

は、市ウェブサイトからご覧ください。

働ける幸せ　故郷に感謝！

　岩出市シルバー人材センターでは、かくばん祭りを前

にした根來寺大門から旧和歌山県議会議事堂、歴史資料

館一帯の草刈りや剪定等美化活動を実施し、多数の会員

が快い汗を流しました。

「ねごろ歴史の丘」美化ボランテイア活動

プロ野球での活躍を期待！

　12 月 25 日、プロ野球 広島東洋カープから３位指名

を受けた岩出市出身の林晃汰選手が市役所を表敬訪問

し、中芝市長に報告を行いました。

　林選手は、「１日でも早く１軍で活躍できるよう頑張

りますので、応援よろしくお願いします」と決意を述べ

られました。また、中芝市長は「初心を貫いて頑張って

ほしい」と激励しました。

　林選手のこれからの活躍を期待し、市民の皆さんで応

援しましょう！

林晃汰選手が表敬訪問 12／25

11／13

新春の恒例行事！

　岩出市消防団出初式を挙行しました。当日は天気も良

く、永年勤続者等の表彰や部隊観閲が行われた後、紀の

川河川敷において迫力のある一斉放水が行われました。

岩出市消防団出初式を挙行しました 1／3
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第 22 回岩出市民ふれあいまつり・
　　第 27 回公民館フェアーを開催します！

開催決定のお知らせ
　健康ブース、模擬店、各種体験コーナー、公民館コン

サートなど楽しい催し物を企画しています。　

　皆さまお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。　

　詳しいチラシは３月号広報と同時配布します。

〇開催日　3 月 3 日（日）

　　　　　公民館ギャラリーと年長児の作品展示は、

　　　　　3 月 2 日（土）も開催します。

〇場所　総合保健福祉センター（あいあいセンター）

〇駐車場に関すること　

　当日はセンター駐車場が混み合うことが予想されるた

め、入口は西側、出口は東側の一方通行となります。車

でお越しの際は乗り合わせでお越しください。また、岩

出市巡回バスをご利用くださいますようよろしくお願い

します。

＜イベントスケジュール＞

○式典　午前 10 時～ 11 時（3 階　多目的ホール）

　岩出市の保健・福祉・行政に貢献された方の表彰をし

　ます。どなたでも入場できます。

○催事　式典終了後、随時開始

　岩出市民ふれあいまつり・公民館フェアー各種イベン

　トコーナー（入場は午後 3 時 30 分まで）

問　岩出市民ふれあいまつりに関すること　
　　　保健推進課　保健推進係☎ 61-2400
　　公民館フェアーに関すること　
           生涯学習課　公民館係☎ 62-2141
　　　　　　　　　　　　　（内線 286、289）

平成 30 年度　第 2 回健康講座のお知らせ
依存症のことを知っていますか？
　アルコール・ギャンブル・薬物…。依存症といっても

幅広く、身近なものです。

　この機会に依存症について学びませんか？

○日時　2 月 14 日（木）

○場所　総合保健福祉センター　3 階視聴覚室

○時間　受付　午後 1 時～　開始　午後 1 時 30 分～

○対象　岩出市民の方　

○定員　80 名　

○講師　岩出こころの診療所　眞
しんじょう

城　耕
こ う し

志　先生

○申込方法　電話またはＦＡＸ

※ＦＡＸの場合は、名前・住所・生年月日・連絡先をご

　記入ください（FAX　61 ‐ 2411）

※当日、手話通訳あります。

そうへぃちゃんも

遊びに行くよ！

問　保健推進課　保健予防係☎ 61-2400


